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１．２０１８年度編集委員会事業報告

�　「近畿大学法学」の発行

・第６６巻第１・２号（２０１８年１１月）

・第６６巻第３・４号「永井博史教授追悼号」（２０１９年３月）

�　学術講演会の開催（所属・職位は講演当時のもの）

・春期学術講演会（２０１８年５月２１日）

“Values in the Remaking of the American Carceral State”

邦題「拘禁大国アメリカを改造する際の諸価値」

講師：Jonathan Simon（カリフォルニア大学バークレー校ロース

クール教授、同ロースクール「法と社会研究センター」セン

ター長）

平山真理（白�大学法学部教授）

・秋期学術講演会（２０１８年１２月４日）

「メディアは権力か―雑食記者の思うこと―」

講師：加戸靖史（朝日新聞大阪本社社会部・堺支局長）

�　学生懸賞論文の審査結果（所属・学年は受賞当時のもの）

〈優秀賞〉

・「応用美術の著作物該当性に関する判断基準について」

赤星春菜（法律学科４年）

 

記事

─　　─１４９

記　　事



〈佳作〉

・「加害者家族の現状と支援のあり方」

金英美（法律学科４年）

・「保守主義の概念構造とその本質―保守主義観の比較検討による

解明の試み」

荒木遼平（通信教育部・法律学科４年）

・「日本における死刑制度の諸問題と今後の課題―死刑制度の密行

主義と世論に着眼して―」

石橋健吾（法律学科１年）

２．法学部人事について

２０１８年度をもって次の２名の方が定年により退職された。研究・教育に

関する長年にわたる多大な貢献に法学部教職員一同，心より感謝申し上げ

ます。

・倉田繁准教授（民法）

・野間和則講師（中国語）

なお，２０１８年７月に，永井博史教授（民事訴訟法）が逝去された（本誌

第６６巻第１・２号「記事」中の「２．【訃報】永井博史教授・大学院法学

研究科長」を参照されたい。）。

近畿大学法学　第６７巻第１・２号

─　　─１５０



近畿大学法学投稿規程

第１条　近畿大学法学は，近畿大学法学部および法学研究科における研究

または教育の成果を発表する研究紀要である。

第２条　近畿大学法学は年４回発行する。ただし，特別の事情がある場合

は，この限りでない。

第３条　投稿原稿は，未発表のものに限る。ただし，口頭発表の原稿は，

この限りでない。

第４条　投稿原稿の種別は，論説，研究ノート，判例研究・事例研究，翻

訳，書評，資料およびその他編集委員会が適当と認めたものとす

る。

第５条　投稿原稿の掲載の可否は，編集委員会が決定する。

第６条　近畿大学法学に投稿できる者は，以下の各号に掲げる者とする。

１　本学法学部または本学大学院法学研究科の授業を担当する教員。

２　本学大学院法学研究科博士後期課程に在籍する者。ただし，指導教

員の推薦および全体会議の承認を必要とする。

３　編集委員会が妥当であると判断し，全体会議で承認された者。

第７条　近畿大学法学に掲載される原稿の著作権は，著作者に帰属する。

ただし，著作者は，当該原稿に係る複製権，公衆送信権および譲

渡権の許諾を近畿大学法学会に与えるものとする。また，著作者

は，近畿大学法学会が当該原稿の電子化・公開を委託する機関に

対して，公衆送信権および複製権の許諾を与えるものとする。

第８条　近畿大学法学の編集は，編集委員会が担当する。編集に関わる事

項については，上記投稿規程を踏まえ，編集委員会が別に定める。

　附則　本規程は，２０１５年４月１日から施行する。

　投稿・編集に関する問い合わせ先：editor@jus.kindai.ac.jp（編集委員

会宛て）

─　　─１５１
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